
（1）第990号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）12月20日北 海 道 保 険 医 新 聞

　主な目次　

本会のホームページアドレス
http://h-hokenikai.com/

是非ご覧ください

（会員の購読料は、 会費に含まれています。）

Eメール info＠h-hokenikai.com

発行所･北海道保険医会
〒060-0042 
札幌市中央区大通西６丁目 
北海道医師会館３Ｆ

TEL.（011）231-6281 
FAX.（011）231-6283

編集発行人　加藤 康夫
●毎月５・20日発行 
●定価１部〒共120円 
●郵便振替 02790-3-20354

２
面
…
●�

時
論
「
真
逆
の
政
策
で
日

本
は
変
わ
る�

―
財
政
破
綻
論
の
大
嘘
―
」

　
　
　

●
解
説
「
診
療
報
酬
の
評
価
、

補
助
金
の
創
設
『
必
要
』」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

2022 年 11 月 28 日 
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会  長 加 藤  康 夫 
政策部長 伊 藤  正 美 

 

オオンンラライインン資資格格確確認認シシスステテムム導導入入「「義義務務化化」」のの撤撤回回とと  

当当面面のの経経過過措措置置にに関関すするる要要望望  
 
拝啓、日頃の医療行政へのご尽力に敬意を表します。 

 本会は保険診療に携わる全道の医師・歯科医師併せて 3,300 名が加入し、医療制度の充実、

地域医療の向上を目指し活動を行っている団体です。 
 さて、オンライン資格確認システム導入の「義務化」を定めた療養担当規則改定により、

医療現場は大変な混乱を来しております。本会が会員対象に 10 月に実施した調査では、「導

入を検討中」及び「現在導入の予定なし」と、未導入の会員が 67.3％となっており、さらに、

これらの会員で「来年 4 月までの運用開始」について「難しい」との回答は 65.3％にも上っ

ております。また、義務化の決定後、医療機関からの発注急増により業者も手が回らず、現

実的に既に間に合わない状況とも言えます。回答を見ましても、経過措置の期間が「1 年以上

必要」との回答が約 8 割と、準備の時間が全く足りていない状況が明らかになりました。そ

の他にも、セキュリティー対策の心配や経費支出の不満の声なども多数寄せられております。 
 そもそも、オンライン資格確認の義務化は、医療機関におけるシステム普及率が十分でな

い中、僅かな準備期間での運用開始を強制されるもので、現場を無視した拙速な政策と言わ

ざるを得ません。導入の遅れが直ぐに保険医療機関の指定取り消しには繋がらないと説明さ

れておりますが、システム導入の補助金は来年 3 月運用開始分までの期限が設けられており、

実質的に経済的なペナルティーを受けることになります。高齢の医師などでは、これを機に

廃院を検討するという回答も複数見られ、地域の医療提供体制への影響も懸念されます。 
 つきましては、オンライン資格確認義務化の「撤回」を強く求めます。また、当面の対応と

して、少なくとも現在の医療提供体制、患者の受診に支障が出ないよう、下記の項目につい

て速やかに検討し、適切な措置が実施されますよう要望致します。 
敬具 

記 
 

11  オオンンラライインン資資格格確確認認シシスステテムム導導入入のの「「義義務務化化」」をを速速ややかかにに撤撤回回すするるこことと。。  
  
２２  前前項項にに関関わわららずず当当面面のの措措置置ととししてて、、管管理理者者がが高高齢齢のの医医療療機機関関、、診診療療所所等等のの小小規規模模施施

設設、、医医療療資資源源のの少少なないい地地域域のの医医療療機機関関等等はは義義務務化化のの対対象象かからら除除外外すするるこことと。。  
  
３３  シシスステテムム導導入入のの補補助助金金ににつついいててはは、、希希望望者者ににはは期期限限をを設設けけずず支支給給対対象象ととすするるこことと。。

ささららにに通通常常経経費費をを十十分分にに賄賄ええるる診診療療報報酬酬点点数数のの設設定定をを行行ううこことと。。  
  

以上 

 図  厚労省資料　かかりつけ医機能が発揮される制度整備案

　

中
国
の
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策

で
経
済
も
国
民
も
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
▼
我
国
の
コ
ロ

ナ
感
染
は
再
び
拡
大
し
第
８

波
に
突
入
。
首
相
は
国
民
の

反
発
を
恐
れ
人
流
抑
制
は
中

止
し
た
。
感
染
者
数
は
第
７

波
を
超
え
病
床
使
用
率
は
50

％
を
大
き
く
超
え
医
療
は
逼

迫
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染

者
は
比
較
的
軽
症
で
あ
る
が
、

反
復
感
染
例
や
基
礎
疾
患
が

悪
化
す
る
例
も
多
い
。
高
齢

者
は
重
症
で
も
入
院
で
き
ず
、

重
症
者
・
死
者
数
も
増
加
し

た
▼
在
宅
医
療
を
受
け
て
い

る
患
者
や
介
護
施
設
入
居
者
、

介
護
者
、
医
療
従
事
者
の
感

染
が
急
増
し
て
い
る
。
や
は

り
重
症
で
も
入
院
は
で
き
な

い
。
幸
い
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
や
パ

キ
ロ
ビ
ッ
ド
、
レ
ム
デ
シ
ビ

ル
が
導
入
さ
れ
入
院
・
重
症

化
予
防
効
果
が
示
さ
れ
た
▼

一
方
政
府
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
同
時
流
行
に
備
え
、
コ

ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

自
己
検
査
を
解
禁
し
、
初
診

で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
非

対
面
診
療
を
解
禁
す
る
方
針

を
示
し
た
。
更
に
軽
症
で
も

服
用
可
能
な
ゾ
コ
ー
バ
が
政

治
的
判
断
で
導
入
さ
れ
た
が
、

処
方
制
限
は
な
く
効
果
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

時
に
タ
ミ
フ
ル
と
検
査
を
求

め
長
蛇
の
列
が
で
き
、
診
療

は
逼
迫
し
夜
を
徹
し
て
行
わ

れ
た
。
そ
の
二
の
舞
に
な
り

か
ね
な
い
。�

（
Ｋ
Ｔ
）

　

来
年
１
月
か
ら
こ
れ
ま
で

紙
で
や
り
取
り
し
て
い
た
処

方
箋
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う

電
子
処
方
箋
の
運
用
が
開
始

さ
れ
る
。
医
師
・
歯
科
医
師

は
処
方
箋
を
電
子
処
方
箋
管

理
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
、
薬

剤
師
が
登
録
さ
れ
た
処
方
箋

を
薬
局
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込

み
調
剤
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
た
だ
し
医
療
機
関
が
電

子
処
方
箋
を
導
入
す
る
か
ど

う
か
は
現
在
あ
く
ま
で
任
意

で
あ
る
。

　

厚
労
省
は
10
月
28
日
、
電

子
処
方
箋
の
運
用
に
関
わ
る

通
知
を
発
出
し
「
電
子
版
お

薬
手
帳
等
と
の
連
携
等
に
よ

り
、
患
者
自
ら
が
服
薬
等
の

医
療
情
報
の
履
歴
を
電
子
的

に
管
理
し
、
健
康
増
進
へ
の

活
用
の
第
一
歩
に
な
る
」
な

ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
政
府
の
規

制
改
革
推
進
会
議
は
将
来
的

に
「
受
診
か
ら
薬
剤
の
受
け

取
り
ま
で
の
一
連
の
過
程
を

オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
化
」
す
る

こ
と
を
目
指
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
で
診
察
し
、
電
子
処

方
箋
を
発
行
、
薬
局
が
オ
ン

ラ
イ
ン
服
薬
指
導
を
行
い
、

薬
剤
は
宅
配
す
る
と
い
う
仕

組
み
を
想
定
し
て
い
る
。

　

電
子
処
方
箋
の
運
用
上
の

検
証
や
課
題
抽
出
等
を
目
的

と
し
た
モ
デ
ル
事
業
が
10
月

31
日
、
全
国
４
地
域
で
始
ま

っ
た
。
各
地
域
で
は
地
元
薬

剤
師
会
が
積
極
的
に
関
与
し
、

薬
局
が
主
体
的
に
電
子
処
方

箋
を
患
者
に
案
内
す
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
を
行
う
。
医
療
機
関
と

薬
局
が
連
携
し
た
電
子
処
方

箋
利
用
の
患
者
同
意
取
得
を

推
進
す
る
な
ど
病
院
・
薬
局

間
の
連
携
も
強
化
す
る
。
厚

労
省
は
、
来
年
１
月
の
本
格

運
用
に
向
け
、
今
後
１
年
間

モ
デ
ル
地
域
で
検
証
し
、
運

用
面
の
検
証
や
優
良
事
例
の

収
集
な
ど
を
行
い
、
電
子
処

方
箋
の
さ
ら
な
る
活
用
方
策

を
取
り
ま
と
め
る
。

　

当
初
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
も
義
務

で
は
な
く
任
意
で
あ
る
と
し

て
運
用
が
始
ま
っ
た
が
、
閣

議
決
定
し
た
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
２
」
で
２
０
２
３
年

４
月
以
降
の
「
原
則
義
務
付

け
る
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
８

月
10
日
開
催
の
中
医
協
総
会

で
導
入
義
務
化
に
向
け
た
療

養
担
当
規
則
改
正
案
が
了
承

さ
れ
た
。
電
子
処
方
箋
に
つ

い
て
も
任
意
で
運
用
を
開
始

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

を
導
入
し
た
医
療
機
関
・
薬

局
の
う
ち
、
２
０
２
３
年
３

月
末
に
７
割
程
度
、
２
０
２

４
年
３
月
末
に
９
割
程
度
、

２
０
２
５
年
３
月
末
に
は

「
概
ね
全
て
」の
導
入
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
モ
デ
ル
事
業
の
結

果
も
踏
ま
え
て
、
２
０
２
５

年
度
以
降
に
原
則
義
務
化
さ

れ
る
懸
念
が
あ
り
注
視
が
必

要
だ
。

　

電
子
処
方
箋
の
仕
組
み
、

電
子
処
方
箋
を
導
入
す
る
場

合
の
医
療
機
関
で
の
対
応
に

つ
い
て
は
４
面
保
険
診
療
研

究
に
て
解
説
す
る
。

「
電
子
処
方
箋
」１
月
か
ら
運
用
開
始

将
来
的
に
義
務
化
の
懸
念

オン資義務化撤回
経 過 措 置を要望

　

厚
労
省
は
11
月
28
日
の
医
療
部
会
で
、「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮
さ
れ

る
制
度
整
備
」
の
具
体
案
を
示
し
た
。
大
き
な
柱
は
、「
医
療
機
能
情
報
提
供

制
度
」
の
拡
充
と
、「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」
の
創
設
の
２
つ
で
あ

る
。
来
年
の
通
常
国
会
で
の
医
療
法
改
正
を
視
野
に
、
年
内
に
制
度
整
備
の

基
本
的
考
え
方
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

「「
か
か
り
つ
け
医
機
能

か
か
り
つ
け
医
機
能
」」のの��

情
報
提
供
を
強
化

情
報
提
供
を
強
化

　

政
府
会
議
で
か
か
り
つ
け

医
は
国
民
・
患
者
自
身
が
選

択
す
る
仕
組
み
と
の
方
針
を

打
ち
出
し
て
い
る
が
、
か
か

り
つ
け
医
を
選
択
す
る
た
め

の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
と

の
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ

医
機
能
の
強
化
を
図
る
観
点

か
ら
、
医
療
機
関
が
自
院
の

か
か
り
つ
け
医
機
能
を
都
道

府
県
へ
報
告
す
る
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」
の

創
設
も
提
案
さ
れ
た
。

　

都
道
府
県
は
報
告
に
基
づ

い
て
地
域
に
お
け
る
機
能
の

充
足
状
況
や
、
機
能
を
有
す

る
医
療
機
関
を
確
認
し
た
上

で
公
表
。
地
域
の
協
議
の
場

で
不
足
す
る
機
能
を
強
化
す

る
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
、

地
域
一
体
で
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
狙
い
で
あ
る
。

　

２
０
２
４
～
25
年
度
に
個

々
の
医
療
機
関
か
ら
の
報
告

や
地
域
の
協
議
の
場
で
の
議

論
を
開
始
し
、
26
年
度
以
降

は
、
第
８
次
医
療
計
画
の
中

間
見
直
し
へ
の
反
映
も
視
野

に
入
れ
る
。

登
録
医
制
度
へ
の
懸
念

登
録
医
制
度
へ
の
懸
念

　

財
務
省
や
健
保
連
で
は
公

的
な
認
定
制
を
提
案
し
て
お

り
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
が
受
診

す
る
医
療
機
関
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
る
登
録
制
も
求
め
て

い
た
。

　

一
方
で
医
療
団
体
は
複
数

の
医
療
機
関
・
診
療
科
に
か

か
る
患
者
を
例
に
挙
げ
、
患

者
一
人
に
対
し
て
複
数
の
か

か
り
つ
け
を
持
つ
可
能
性
を

指
摘
。「
か
か
り
つ
け
医
は

患
者
の
権
利
で
あ
り
義
務
で

は
な
く
、
登
録
制
で
も
な
い
」

と
も
反
対
し
て
お
り
意
見
が

割
れ
て
い
た
。
骨
格
案
で
は

か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て

「
医
師
に
よ
り
継
続
的
な
医

学
管
理
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
患
者
」
を
対
象
と
し
、
医

師
に
選
択
を
委
ね
た
格
好
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

◇　

◇　

◇

　

コ
ロ
ナ
禍
の
受
診
難
民
を

契
機
に
「
か
か
り
つ
け
」
関

連
の
議
論
が
浮
上
し
て
き
た
。

し
か
し
、
複
数
の
診
療
科
に

か
か
っ
て
い
る
患
者
へ
の
対

応
、医
師
多
数
地
域
と
、選
択

肢
が
ほ
ぼ
な
い
地
域
と
の
差

等
、問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
の

制
度
化
は
、
患
者
の
囲
い
込

み
で
あ
る
登
録
医
制
度
や
登

録
し
た
人
数
に
応
じ
て
診
療

報
酬
を
支
払
う
人
頭
払
制
度

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
慎
重

な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。
医

療
費
抑
制
を
目
的
と
し
た
登

録
制
な
ど
と
い
う
枠
組
み
を

制
度
化
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

本
会
は
今
後
も
動
向
を
注

視
し
、
情
報
の
提
供
に
努
め

る
。

れ
を
受
け
て
国
民
に「
ど
の
」

医
療
機
関
が
か
か
り
つ
け
医

機
能
（
在
宅
療
養
支
援
、
診

療
時
間
内
外
問
わ
ず
自
院
で

地
域
住
民
に
対
応
等
）
を
保

持
し
て
い
る
の
か
知
ら
せ
る

「
医
療
機
能
情
報
提
供
制
度
」

を
拡
充
さ
せ
る
案
が
示
さ
れ

た   

図  

。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
は
、

定
義
が
明
確
に
さ
れ
て
お
ら

ず
人
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
が

曖
昧
な
状
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
厚
労
省
は
「
身
近
な
地

域
に
お
け
る
日
常
的
な
医
療

の
提
供
や
健
康
管
理
に
関
す

る
相
談
等
を
行
う
機
能
」
と

の
案
を
示
し
医
療
法
改
正
に

つ
な
げ
る
見
込
み
で
あ
る
。

具
体
的
な
情
報
提
供
項
目
の

在
り
方
な
ど
は
23
年
夏
を
め

ど
に
検
討
す
る
見
通
し
だ
。

新
た
な

新
た
な「「
機
能
報
告
制
度

機
能
報
告
制
度
」」��

創
設
へ

創
設
へ

　

地
域
単
位
で
か
か
り
つ
け

「「
か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」

か
か
り
つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」

登
録
医
制
へ
繋
が
る
懸
念

　本会が会員へ実施した先の
アンケート（989号参照）では、
オンライン資格確認システム
導入への対応が困難であり、
準備期間が不足している状況
が明らかになった。
　こうした状況を受け、本会
は11月28日、加藤厚労大臣へ、
導入義務化の撤回、小規模診
療所や管理者が高齢などを理
由に対応困難な場合には義務
化対象から当面の間除外する
こと、補助金支給の要件緩和
および通常経費を賄える診療
報酬の設定――を要請した。



第990号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2022年（令和4年）12月20日 北 海 道 保 険 医 新 聞 （2）

　

一
向
に
収
束
し
な
い
コ

ロ
ナ
禍
、
20
年
以
上
続
く

デ
フ
レ
、
極
端
な
円
安
・

物
価
上
昇
は
確
実
に
医
療

経
営
を
圧
迫
し
、
日
本
沈

没
と
も
い
え
る
現
象
が
表

面
化
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
日
本
は
ア
メ
リ

カ
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の

経
済
大
国
で
、
世
界
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
２
割
を
占
め
て
い

た
が
、
今
や
５
、
６
％
に

下
落
し
そ
の
片
鱗
は
な
い
。

こ
れ
は
20
年
間
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

が
Ｇ
７
は
約
２
倍
、
韓
国

２
・
４
倍
、
中
国
13
倍
も

増
加
し
て
い
る
が
、
日
本

は
１
・
０
の
ゼ
ロ
成
長
だ

か
ら
で
あ
る
。

　

始
ま
り
は
１
９
９
７
年

橋
本
内
閣
が
消
費
税
を
３

％
か
ら
５
％
に
上
げ
て
か

ら
だ
。
同
年
に
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
が
あ
っ
た
が
、
他

国
は
積
極
的
な
財
政
政
策

に
よ
り
約
２
年
で
危
機
か

ら
脱
却
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日

本
の
数
倍
の
伸
び
率
を
示

し
て
い
る
。

　

逆
に
日
本
は
消
費
税
増

税
前
の
世
帯
所
得
６
９
８

万
円
か
ら
５
５
２
万
円
に

急
落
し
、
実
質
賃
金
指
数

の
国
際
比
較
で
唯
一
低
下

し
て
い
る
。

　

ケ
イ
ン
ズ
は
デ
フ
レ
対

策
の
基
本
と
し
て
、
国
が

需
要
や
仕
事
を
増
や
し

（
財
政
）、
中
央
銀
行
が
必

要
な
お
金
を
刷
り（
金
融
）、

減
税
を
す
る
と
し
て
い
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

教
育
へ
の
投
資
も
必
要
だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
異
次

元
の
金
融
緩
和
を
し
た
が
、

第
二
の
矢
の
財
政
政
策
が

不
十
分
な
為
、
経
済
成
長

が
無
か
っ
た
。
こ
れ
は
主

要
先
進
国
で
ど
こ
も
選
択

し
な
い
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
黒
字
化
と
い
う
呪

縛
に
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
財
政
破
綻
と
い
う
脅

し
の
様
な
緊
縮
財
政
が
国

債
発
行
の
足
か
せ
に
な
り
、

経
済
成
長
を
止
め
た
。

　

し
か
し
財
務
省
は
日
米

な
ど
先
進
国
の
自
国
通
貨

建
て
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト

（
財
政
破
綻
）は
考
え
ら
れ

な
い
と
Ｈ
Ｐ
で
外
国
取
材

に
公
表
し
て
い
る
。国
民
に

大
嘘
を
つ
い
て
き
た
の
だ
。

　

29
カ
国
の
名
目
財
政
支

出
伸
び
率
と
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

伸
び
率
は
殆
ど
相
関
し
て

い
る
。
良
い
先
例
が
世
界

大
恐
慌
時
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
政
策
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
緊
縮

財
政
を
重
視
す
る
Ｅ
Ｕ
で

す
ら
財
政
規
律
を
凍
結
し
、

コ
ロ
ナ
後
の
経
済
成
長
へ

転
換
し
て
い
る
。

　

今
こ
そ
減
税
、
公
共
投

資
拡
大
、
診
療
報
酬
を
増

や
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
る
政
策
に
舵
を
切
る

べ
き
で
あ
る
。
特
に
医
療

側
か
ら
の
明
確
な
要
求
が

今
後
の
日
本
の
命
運
を
決

め
る
分
水
嶺
に
な
る
。

真
逆
の
政
策
で
日
本
は
変
わ
る

�

―
財
政
破
綻
論
の
大
嘘
―

　

早
速
釣
り
の
定
義
に
つ
い

て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で

み
よ
う
と
思
う
。

 

『
釣
り
』
と
は
、
対
象
魚

に
釣
り
鈎
を
何
ら
か
の
事
象

に
よ
り
口
で
咥
え
て
も
ら
い
、

口
周
り
に
鈎
を
掛
け
て
捕
獲

す
る
狩
猟
（
漁
撈
）
手
段
の

ひ
と
つ
。

　

こ
の
定
義
に
対
し
て
重
要

な
こ
と
は
「
対
象
魚
に
釣
り

鈎
を
何
ら
か
の
事
象
に
よ
り

口
で
咥
え
て
も
ら
い
」
の
部

分
に
な
る
。
鮎
の
友
釣
り
の

よ
う
な
特
殊
な
釣
り
方
を
除

き
、
釣
り
鉤
を
魚
体
に
引
っ

掛
け
て
捕
獲
す
る
こ
と
は
密

漁
行
為
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、

一
般
的
な
釣
り
で
な
い
こ
と

に
な
る
た
め
で
あ
る
（
場
合

に
よ
っ
て
は
刑
罰
の
対
象
に

も
な
る
）。
そ
し
て
実
は
、こ

の
一
文
が
こ
れ
か
ら
進
め
て

い
く
『
釣
り
』
の
基
本
の
中

の
基
本
と
な
る
源
と
も
な
っ

て
い
る
。

　
で
は
、「
釣
り
鉤
を
何
ら
か

の
事
象
に
よ
り
口
で
咥
え
て

も
ら
う
」
を
紐
解
い
て
み
よ

う
と
思
う
が
、
簡
単
に
考
え

て
、
魚
に
口
を
使
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
ら
ば
、
魚
に
口
を
使
わ

せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
は
難
し
く
考

え
る
こ
と
は
な
い
。
シ
ン
プ

ル
に
魚
が
口
を
使
う
場
面
を

想
像
す
る
と
良
い
。
そ
し
て

そ
れ
ら
口
を
使
う
刺
激
を
与

え
る
と
、
そ
の
先
に
は
釣
れ

る
と
い
う
結
果
が
待
っ
て
い

る
わ
け
だ
！

　

さ
て
さ
て
、
ど
う
い
っ
た

場
面
で
魚
た
ち
は
口
を
使
う

の
だ
ろ
う
か
？

　

水
中
で
呼
吸
す
る
と
き
に

口
か
ら
水
を
吸
い
込
み
鰓
に

通
し
て
鰓
蓋
か
ら
吐
き
出
す

と
き
に
口
を
使
っ
て
い
る
。

ま
た
、
捕
食
す
る
時
に
も
当

然
口
を
使
う
。
他
に
は
、
サ

ケ
科（Salm

onidae

）の
仲

間
で
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
産

卵
期
に
メ
ス
の
奪
い
合
い
で

オ
ス
同
士
が
威
嚇
す
る
時
に

噛
み
付
く
場
合
も
口
を
使
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
例
え
ば
、
渓
流

魚
（
基
本
的
に
走
流
性
）
の

場
合
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く

る
も
の
が
気
に
な
り
、
そ
れ

が
食
べ
れ
る
も
の
か
否
か
を

確
か
め
る
時
に
さ
す
が
に
手

指
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、

胸
ビ
レ
で
触
っ
て
確
か
め
る

と
い
う
場
面
も
あ
る
と
は
考

え
に
く
く
（
鰭
の
一
部
を
使

い
海
底
を
歩
く
種
は
い
る
…

カ
ナ
ガ
シ
ラ
）、
や
は
り
口
で

咥
え
て
確
認
し
て
い
る
。
そ

し
て
食
べ
れ
る
場
合
は
飲
み

込
み
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
瞬

時
に
吐
き
出
す
…
…
な
ど
な

ど
、
色
々
な
シ
ー
ン
で
口
を

使
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
れ
ら
各
事
象
、
角
度
を

変
え
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

考
え
る
と
、
魚
が
口
を
使
う

動
作
は
基
本
的
に
生
き
て
い

く
上
で
必
要
な
行
為
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
そ
の
多
く
の
ケ
ー
ス

は
魚
の
生
得
的
行
動
及
び
本

能
的
な
行
動
が
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
習

的
な
要
素
も
あ
る
…
。

　

次
に
、
魚
た
ち
が
口
を
使

う
ケ
ー
ス
を
大
き
く
５
つ

（
４
＋
α
）の
事
象
と
し
て
以

下
に
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。

【
１
】
反
射

【
２
】
威
嚇
・
攻
撃

【
３
】
興
味
・
確
認

【
４
】
捕
食
行
動

【
α
】
記
憶

　

一
つ
ず
つ
考
察
し
て
い
こ

う
。
こ
こ
を
理
解
で
き
る
と
、

い
ま
ま
で
な
か
な
か
釣
れ
な

か
っ
た
魚
が
釣
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
！
重
要
な
ヒ
ン

ト
は
『
刺
激
』。
実
は
、口
を

使
わ
ざ
る
を
得
な
い
刺
激
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
が
釣
り

の
極
意
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

良
い
釣
果
へ
の
近
道
を
作
る

重
要
な
材
料
な
の
で
あ
る
。

 表１  現在のカルテについて

 図  将来的に電子カルテが完全実施となった場合の診療業務は

 表2  続けられると思うが不安と回答した診療科、年齢区分

内科 5 40歳未満 0
外科 1 40歳代 3
整形外科 2 50歳代 6
眼科 0 60歳代 21
皮膚科 0 70歳以上 6
小児科 0
耳鼻咽喉科 0
産婦人科 1
歯科 27
上記以外 1

電子カルテ 26 22.6％
紙カルテ 79 68.7％
併用 10 8.7％

N=115
⇒診療科別（件）（複数回答）
内科 11
外科 1
整形外科 3
眼科 1
皮膚科 2
小児科 6
耳鼻咽喉科 2
産婦人科 2
歯科 51
上記以外 3

シリーズ　釣りを科学し、哲学する。

第２回 魚が口を使う理由
「釣道楽」発行人　坂田 潤一

業
務
効
率
化
す
る
も

業
務
効
率
化
す
る
も��

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
心
配

　

回
答
者
が
現
在
使
用
し
て

い
る
カ
ル
テ
の
分
布
は
「
電

子
カ
ル
テ
」（
22
・
６
％
）、

「
紙
カ
ル
テ
」（
68
・
７
％
）、

「
電
子
カ
ル
テ
と
紙
カ
ル
テ

の
併
用
」（
８
・
７
％
）
と
、

紙
カ
ル
テ
が
７
割
近
く
に
の

ぼ
り
、
紙
カ
ル
テ
を
使
用
し

て
い
る
診
療
科
の
64
・
６
％

が
歯
科
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た   

表
１  

。

　

電
子
カ
ル
テ
の
使
用
者
は

導
入
の
理
由
と
し
て
、
カ
ル

テ
記
載
等
の
業
務
効
率
化
を

一
番
に
挙
げ
、
次
点
で
保
存

ス
ペ
ー
ス
の
解
消
を
決
め
手

に
し
て
い
た
。
ま
た
実
際
に

使
用
し
て
「
便
利
で
あ
る
」

と
の
感
想
が
６
割
以
上
で
あ

っ
た
。

　

一
方
で
電
子
カ
ル
テ
の
改

良
点
等
に
つ
い
て
は
９
割
が

「
あ
る
」
と
回
答
。
主
に
更

新
時
の
費
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。
近
年
医
療
機
関
へ

の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
相
次
い

で
お
り
対
策
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
予

想
さ
れ
る
。

　

政
府
が
進
め
る
電
子
カ
ル

テ
の
標
準
規
格
の
整
備
に
対

す
る
意
見
で
は
「
費
用
補
助

が
あ
れ
ば
進
め
て
よ
い
」
が

４
割
を
占
め
、
２
割
が
「
必

要
と
思
わ
な
い
」
と
し
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
他
社
へ
の
デ

ー
タ
移
行
や
乗
り
換
え
を
経

験
し
た
会
員
は
３
割
弱
に
も

の
ぼ
り
、
少
な
く
な
い
会
員

が
煩
雑
な
手
続
き
を
行
っ
て

い
た
。

コ
ス
ト
が
導
入
障
壁
に

コ
ス
ト
が
導
入
障
壁
に

　

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
せ
ず

紙
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
い
る

会
員
は
、
７
割
が
今
後
も
導

入
の
「
予
定
は
な
い
」
と
し

た
。
導
入
し
な
い
理
由
に
は

「
高
額
な
利
用
負
担
」
の
ほ

か
「
操
作
へ
の
不
安
」「
シ
ス

テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
不
安
」

「
利
便
性
を
感
じ
な
い
」を
挙

げ
て
い
た
。

　

将
来
的
に
電
子
カ
ル
テ
が

完
全
実
施
と
な
っ
た
場
合
は
、

４
割
以
上
が
「
診
療
を
続
け

ら
れ
る
と
思
う
が
不
安
」
と

し
て
い
た   

図    

表
２  

。
そ

の
う
ち
７
割
以
上
は
歯
科
で

あ
り
、
年
齢
別
に
見
る
と
60

歳
代
が
６
割
近
く
を
占
め
て

い
た
。

完
全
実
施
に
は

完
全
実
施
に
は��

援
助
が
必
須

援
助
が
必
須

　

政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ

を
含
め
た
医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
複
数

回
答
可
で
あ
る
が
「
補
助
金

の
創
設
」「
シ
ス
テ
ム
管
理

の
サ
ポ
ー
ト
」
の
支
援
を
求

め
る
意
見
が
多
か
っ
た
。
最

多
の
回
答
は
小
規
模
施
設
へ

の
免
除
と
経
過
措
置
の
希
望

で
あ
り
、
高
齢
の
会
員
層
な

ど
は
今
後
も
導
入
を
避
け
た

い
様
子
で
あ
っ
た
。

◇　

◇　

◇

　

本
会
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
問
題
解
決

に
向
け
た
対
応
、
要
求
活
動

を
国
や
関
係
団
体
に
行
っ
て

い
く
。

（
関
連
３
面
　
自
由
意
見
欄
）

診
療
報
酬
の
評
価
、補
助
金
の
創
設「
必
要
」

診
療
報
酬
の
評
価
、補
助
金
の
創
設「
必
要
」

電
子
カ
ル
テ
の
導
入・活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　

政
府
が
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
、
と
り
わ
け
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
早
急
な
運
用
が
促
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
受
け
本
会
は
、
現
状
で
の
課
題
や
要
望
を
把
握
す
る
た
め
「
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
・
活
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
開
業
区
分
の
医
科
歯
科
会
員
へ
実
施
し
た
。
11
月
末
現
在
、
１
１
５
件
の
回
答
を

得
た
。
結
果
を
概
説
す
る
。

解  説



（3）第990号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2022年（令和4年）12月20日北 海 道 保 険 医 新 聞

◦�パソコン使用が上手でない方もいるのでは（70歳以上・歯科）
◦�本来は電子カルテがあるべきなのでしょうが、メモや図形が簡
単にとりこめるシステムなども組み込んで欲しいところです（60
歳代・歯科）
◦�通信費のさらなる値下げが必要（50歳代・歯科）
◦�大規模停電があっても紙カルテは問題ない。コンピュータウイ
ルスにやられることもないので安心である。電カルはやりたい
人がやればよい。（70歳以上・内科）
◦�データ流出不安、システムダウン、サイバーウイルス感染によ
る診療停止の不安（60歳代・内科）
◦�患者が少なく紙カルテで十分。これ以上経費が増えると診療所
を止めないといけない。廃業の危機です。これ以上小規模診療
所に国は負担を強要しないで欲しい。小規模診療所に必要性の
ないものを何から何まで勝手に義務化するのは本当にやめてほ
しいです。（60歳代・歯科）
◦�強制するのなら導入に際し、国が全額補助し、維持費も負担す
るべきだと思います。（60歳代・歯科）
◦�面倒くさいことはやめて欲しい。現状でも全てOKです。（70歳
以上・歯科）
◦�治療の内容は変わらないが電子カルテ記入が煩雑だと、診療に
影響が出る。複雑ではなくわかりやすい仕様にして欲しい。（50
歳代・歯科）
◦�最近サイバー攻撃のニュースをよくみかけるが、オフラインで
使用できる紙カルテが安全である。（50歳代・眼科）
◦�全く導入の意志が無い（電子カルテ使用の実績の上判断）（70歳
以上・内科）
◦�フリーハンドによるイラスト・注釈が入れられない（60歳代・歯科）
◦�全施設に強制的に導入するのは無理がありますので、とくに高
齢医師・歯科医師や小規模施設への配慮をしていただきたいと
思います。（60歳代・歯科）
◦�システムトラブル等は業者対診療所の対応となり煩わしい。政
府の方針に従うために医療機関が大きな費用負担を強いられる
ことに大反対である（60歳代・歯科）

アンケートで寄せられた自由意見（抜粋）
　　

札
幌
の
中
心
地
に
ほ
ど
近

い
菊
水
に
あ
る
小
さ
な
病
院

で
訪
問
診
療
に
従
事
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
約
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
、
入
院
す
る
と
中
々
会

え
な
く
な
る
状
況
で
、
自
宅

療
養
や
自
宅
看
取
り
を
希
望

す
る
方
が
増
え
、
当
院
の
患

者
さ
ん
も
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
た
く

さ
ん
の
個
性
的
な
患
者
さ
ん

た
ち
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん

悩
ん
で
、
笑
っ
て
、
泣
い
て

き
ま
し
た
。

　

も
う
１
０
０
歳
を
超
え
て

い
る
お
母
さ
ん
の
老
衰
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、「
絶
対
に
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
息
子
さ
ん

に
頼
ま
れ
た
り
、
脳
梗
塞
後

で
胃
瘻
の
患
者
さ
ん
の
“
食

べ
た
い
”
と
い
う
気
持
ち
を

ど
う
叶
え
る
か
考
え
た
り
、

癌
の
終
末
期
で
予
後
数
か
月

の
父
親
を
持
つ
中
学
生
の
息

子
さ
ん
た
ち
に
お
父
さ
ん
が

亡
く
な
る
こ
と
を
ど
う
理
解

し
て
も
ら
う
か
を
皆
で
悩
ん

だ
り
、
診
察
が
終
わ
っ
て
帰

ろ
う
と
し
た
ら
、「
寂
し
い

か
ら
泊
ま
っ
て
い
け
」
と
言

わ
れ
た
り
、
も
う
お
看
取
り

を
す
る
前
提
で
退
院
し
て
き

た
ら
、
不
思
議
と
ど
ん
ど
ん

元
気
に
な
っ
て
い
っ
た
り
…
。

少
し
思
い
出
す
だ
け
で
も
い

ろ
ん
な
患
者
さ
ん
の
顔
が
浮

か
び
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
さ
ん
に
人
が
生
き
る
こ
と

の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
濃
い
日
々
を
過
ご

す
中
で
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

が
患
者
さ
ん
の
“
死
”
で
す
。

訪
問
診
療
で
出
会
う
患
者
さ

ん
の
ほ
と
ん
ど
は
虚
弱
な
方

が
多
く
、
在
宅
で
の
看
取
り

を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
死
を
意
識

在
宅
医
療
の
現
場
か
ら

在
宅
医
療
の
現
場
か
ら

札
幌
支
部
　
勤
医
協
札
幌
病
院
　

田
中
　
祥
子

す
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
早

い
段
階
か
ら
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
聴
取

し
た
り
、
ど
の
よ
う
な
経
過

で
亡
く
な
る
か
を
細
か
く
お

話
し
、
実
際
に
お
看
取
り
す

る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

そ
ん
な
慣
れ
て
い
る
は
ず

の
死
で
す
が
、
経
験
を
積
め

ば
積
む
ほ
ど
、
ど
ん
ど
ん
辛

い
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
患
者
さ
ん
の
お

う
ち
ま
で
行
き
、
他
愛
も
な

い
話
も
す
る
こ
と
で
、
そ
の

方
の
人
柄
や
人
生
を
知
り
、

単
純
な
医
師
と
患
者
の
関
係

を
飛
び
越
え
た
存
在
に
な
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　

医
師
と
し
て
は
頼
り
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
純
粋

に
人
と
の
永
遠
の
別
れ
を
悲

し
む
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

よ
り
辛
い
思
い
を
し
て
い
る

ご
家
族
に
寄
り
添
う
原
動
力

に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

経
験
価
値
（PX

:Patient 
eXperience

）や
多
職
種
連
携�

教
育（IPE:InterProfessio�

-nal Education

）の
必
要

性
が
う
た
わ
れ
、
北
海
道
で

は
札
幌
医
科
大
学
、
北
海
道

医
療
大
学
な
ど
多
く
の
教
育

機
関
で
多
職
種
連
携
教
育

（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
私
の
学
生
教
育
時

代
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
多

職
種
連
携
教
育
の
具
体
的
な

取
り
組
み
の
記
憶
は
な
く
、

卒
業
後
現
場
の
実
践
の
中
で

苦
労
し
な
が
ら
連
携
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。「
こ
れ
で
い

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を

持
ち
、
学
び
直
し
の
意
味
で

千
葉
大
学
専
門
職
連
携
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
目

か
ら
鱗
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
非

常
に
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

千
葉
大
学
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の�

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
授
業
に
て
医
学

部
・
薬
学
部
・
看
護
学
部
の

学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用

し
当
院
へ
見
学
に
来
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
学
生
達
が

こ
こ
ま
で
成
長
す
る
の
か
と

毎
回
感
動
を
覚
え
、
私
の
臨

床
の
連
携
を
通
し
て
医
学
部

の
学
生
か
ら
「
在
宅
医
療
に

携
わ
り
た
い
気
持
ち
が
よ
り

強
く
な
り
ま
し
た
」
と
感
想

を
い
た
だ
い
た
と
き
は
大
変

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

 

今
年
、現
地
に
て
千
葉
大

学
亥
鼻
Ｉ
Ｐ
Ｅ
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

４
の
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
職
員
の
方
々
は
創
意

工
夫
さ
れ
、
医
学
部
・
薬
学

部
・
看
護
学
部
の
学
生
が
全

員
参
加
の
規
模
で
学
ぶ
姿
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
私

は
臨
床
に
携
わ
る
身
で
す
が
、

全
国
の
素
晴
ら
し
い
教
育
者

や
研
究
者
と
の
交
流
の
機
会

な
ど
を
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
モ
デ
ル
・
コ

ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂

が
進
み
、
令
和
４
年
度
に
は

医
療
専
門
職
教
育
課
程
を
も

つ
教
育
機
関
で
は
「
チ
ー
ム

医
療
実
践
能
力
」
を
修
得
さ

れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
と

実
践
が
政
策
レ
ベ
ル
で
推
進

さ
れ
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
・

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修

了
し
た
学
生
達
が
、
多
職
種

連
携
（
Ｉ
Ｐ
Ｗ
）
が
実
践
さ

れ
て
い
る
医
療
現
場
で
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
大
変
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　　

我
が
国
で
は
高
齢
化
、
疾

病
構
造
の
変
化
な
ど
社
会
の

変
化
は
著
し
く
、
社
会
基
盤

に
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
デ
ー
タ

の
利
活
用
や
医
療
介
護
連
携

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
な
ど
が
進
み
、

歯
科
医
師
も
多
職
種
連
携
能

力
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

 

世
界
的
な
流
れ
で
患
者

多
職
種
連
携
教
育（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）

多
職
種
連
携
教
育（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）

��

の
価
値

の
価
値

札
幌
支
部
　
フ
ォ
ー
ス
歯
科
　

大
西
　
達
也

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

開業医のための実務セミナートラブル対策編

講師：小畑 真 氏
弁護士法人小畑法律事務所
代表弁護士／歯科医師 お申し込みフォーム

開業医のための公開法律相談会

開業医の先生方は、医院経営からプライベートな事柄まで、さまざまなストレスを感じながらも、いろいろ
な諸問題に対峙しながら、日々過ごされております。ただし、中には、トラブルによるストレスから、心身
の健康や日々の診療に悪影響を及ぼしてしまっているケースも少なくありません。そこで今回は「開業医の
ための公開法律相談会」と題して、患者トラブル、スタッフ問題、SNSトラブル、契約トラブル、プライベ
ート問題など、事前に頂戴したみなさまからのさまざまなご質問・ご相談にお答えしてまいります。

1月 日25 (水)19:00~20:00
場所：WEB開催（Zoom ウェビナー利用）
受講料：無料
対象：会員、会員が所属する医療機関職員

講師の白藤沙織氏

　

11
月
30
日
「
初
心
者
の
た

め
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

と
題
し
て
開
業
医
の
た
め
の

実
務
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
編
）
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
開
催

し
た
。
講
師
に
㈱
正
文
舎
取

締
役
Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
白
藤
沙
織
氏
を
迎
え
、

道
内
各
地
か
ら
医
師
・
歯
科

医
師
・
職
員
等
74
名
が
参
加

し
た
。

　

講
師
は
初
め
に
「
時
代
は

ス
マ
ホ
フ
ァ
ー
ス
ト
に
な
り
、

情
報
の
価
値
も
変
わ
っ
て
情

報
発
信
は
自
分
で
行
う
も
の

に
な
っ
た
」「
実
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
て
み
て
何
が
自
分

（
組
織
体
制
）
に
合
う
か
選

び
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
た
め

に
も
複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う

と
良
い
」
等
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴

に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。

　

次
に
、
発
信
す
る
情
報
に

つ
い
て
⑴
専
門
情
報
を
発
信

す
る
→
専
門
情
報
を
発
信
し

続
け
る
と
信
頼
度
が
上
が
っ

て
い
く
。
⑵
個
を
見
せ
る
→

関
係
を
作
る
た
め
に
発
信
す

る
。
好
き
な
こ
と
に
仕
事
を

織
り
交
ぜ
る
と
私
と
い
う
人

間
を
覚
え
て
も
ら
い
や
す
く

な
り
、
心
理
的
に
近
く
な
っ

た
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
に
来
て
も
ら
い
や
す
く
な

る
た
め
採
用
に
も
使
え
る
。

た
だ
し
有
名
人
で
は
な
い
の

で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を

発
信
し
て
反
応
が
出
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
と
説
明
し

た
。

　

最
後
に
、
情
報
を
届
け
や

す
く
す
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
①
誰
に
②
何
を
伝
え
て

③
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
を

明
確
に
す
る
。
そ
し
て
情
報

を
届
け
た
い
相
手
に
よ
っ
て

使
う
言
葉
に
も
配
慮
が
必
要

だ
」と
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
多

く
の
質
問
が
あ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

伺
え
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
と
最
近
の

傾
向
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
例
の

お
話
が
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
あ
り

盛
会
で
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
と
最
近
の
傾
向
を
学
ぶ

開
業
医
た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
編
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理
事
会
だ
よ
り

■
第
８
回
理
事
会

日
時　

11
月
22
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

12
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�
２
０
２
３
年
度
の
各
部
概

算
要
求
基
準
額
（
案
）
に

つ
い
て

③�

団
体
定
期
保
険
の
配
当
率

及
び
共
済
制
度
普
及
対
策

費
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て 

④�

保
団
連
第
2
回
代
議
員
会

の
発
言
通
告
テ
ー
マ
及
び

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て

⑤
そ
の
他

西
部　
　

清
先
生

10
月
９
日
ご
逝
去（
72
歳
）

佐
藤　

範
宏
先
生

11
月
13
日
ご
逝
去（
71
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

〈
11
月
〉

22
日　

第
８
回
理
事
会

30
日　

開
業
医
の
た
め
の

　
　
　

実
務
セ
ミ
ナ
ー

保
険
医
会
の
動
き

ザ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

土
屋 

健

誠
文
堂
新
光
社

　

日
本
初
の
恐
竜
全
身
骨
格

発
掘
記
。
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
研

究
の
聖
地
北
海
道
で
発
見
さ

れ
た
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル
ス
の
全

発
掘
過
程
が
記
録
さ
れ
た
渾

身
の
一
冊
。
読
ん
で
い
く
う

ち
に
何
故
か
目
頭
が
熱
く
な

っ
て
き
た
。
世
紀
の
発
見
と

は
感
動
無
く
し
て
語
れ
な
い

も
の
な
の
か
と
。
こ
の
ハ
ド

ロ
サ
ウ
ル
ス
の
化
石
の
発
掘

の
経
過
は
正
に
物
語
な
の
だ
、

正
に
人
生
と
軌
を
一
に
す
る

と
。

　

２
０
０
３
年
４
月
９
日
、

鵡
川
郡
穂
別
在
住
の
化
石
収

集
家 

堀
田
良
幸
は
腰
椎
疾

患
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
白

亜
紀
後
期
の
地
層
が
露
出
す

る
地
元
、
穂
別
町
の
と
あ
る

林
道
を
歩
い
て
い
た
。
穂
別

町
に
広
く
分
布
す
る
白
亜
紀

後
期
の
露
頭
の
あ
る
崖
に
チ

ラ
ッ
と
顔
を
出
し
た
ノ
ジ
ュ

ー
ル
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。

掘
り
出
し
て
よ
く
見
る
と
骨

の
化
石
の
一
部
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
痕
跡
が
あ
り
ハ
ン
マ

ー
で
軽
く
叩
く
と
意
外
と
緻

密
で
陸
生
動
物
の
骨
？
ワ
ニ

か
な
？
重
い
の
で
雪
の
下
に

隠
し
、
後
日
回
収
し
た
。
寄

贈
さ
れ
た
博
物
館
の
学
芸
員

櫻
井
和
彦
は
魚
竜
だ
と
思
う

け
ど
一
先
ず
収
納
庫
に
保
存

し
た
。
日
本
で
は
文
化
に
ま

わ
す
国
家
予
算
は
貧
弱
で
学

芸
員
の
予
算
も
限
ら
れ
、
通

常
こ
の
ま
ま
闇
に
葬
ら
れ
て

し
ま
う
事
も
よ
く
あ
る
と
の

こ
と
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
化
石
は
強

運
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
８

年
後
た
ま
た
ま
穂
別
博
物
館

を
訪
れ
た
魚
竜
研
究
の
第
一

人
者
佐
藤
た
ま
き
の
目
に
留

ま
っ
た
、
帰
京
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
ぎ
り
ぎ
り
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
。
尾
骨
の
神
経
溝
で

あ
る
血
導
弓
が
魚
竜
の
よ
う

に
ハ
の
字
に
広
が
ら
ず
、
Ⅴ

の
字
に
狭
ま
っ
て
い
た
。
恐

竜
の
尾
骨
だ
！
２
０
１
１
年

９
月
６
日
、
北
海
道
大
学
に

赴
任
し
て
ま
だ
日
の
浅
い
恐

竜
研
究
の
第
一
人
者
、
小
林

快
次
に
す
ぐ
一
報
が
届
い

た
。
添
付
の
写
真
を
一
目
見

て
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ
た
、

恐
竜
だ
！
こ
こ
か
ら
全
て
が

始
ま
っ
た
。
全
身
骨
格
発
掘

へ
の
指
揮
発
動
へ
と
繋
が
る

事
に
な
る
。

　

こ
の
化
石
の
持
つ
強
運
と

は
化
石
収
集
の
天
才
、
堀
田

良
幸
だ
か
ら
見
逃
さ
れ
な
か

っ
た
事
、
多
忙
な
学
芸
員
櫻

井
和
彦
に
８
年
間
も
放
っ
て

置
か
れ
た
か
ら
こ
そ
第
一
人

者
と
し
て
完
成
さ
れ
た
佐
藤

た
ま
き
、
小
林
快
次
に
巡
り

合
え
た
こ
と
等
々
、
読
ん
で

い
く
う
ち
に
熱
く
な
っ
て
人

生
の
並
木
道
を
感
じ
て
し
ま

っ
た
。�

（
Ｎ
・
Ｈ
）

　政府は来年１月（2023年１月）からこれまで紙でやり取りしていた処方
箋の発行をオンラインで行う電子処方箋の運用を開始する予定です。医
療機関が電子処方箋を導入するかどうかはあくまで任意とされています。
　今号では、電子処方箋の仕組み、導入する場合の医療機関での対応に
ついて解説いたしますのでご確認ください。

■電子処方箋の仕組み
　医師・歯科医師が処方箋を「電子処方箋管理サービス」（以下、管理サー
ビス）に登録し、薬剤師は登録された処方箋を薬局システムに取り込み
調剤し、調剤結果を管理サービスに登録する仕組み  図１  。
　医療機関・薬局が電子処方箋を導入するかは任意とされており、患者
も紙の処方箋か、電子処方箋かを選ぶことができる。患者の本人確認お
よび処方・調剤情報提供への同意については、現行の保険証と「マイナ
保険証」のどちらを用いても可能とされている。

 図１  電子処方箋の仕組み（厚労省 医薬・生活衛生局説明会資料より）

■導入する場合の医療機関での対応
★医療機関での受付
・患者が「マイナ保険証」で受診した場合
①�顔認証付きカードリーダー上で、顔認証等による患者の本人確認を行う。
②�「過去の診療・お薬情報の提供に同意しますか」の画面から、同意す
るか、同意しないかを選択する。
③�最後に、新規追加された「処方箋の発行方法を選択してください」の
画面から、「電子処方箋を希望」「紙の処方箋を希望」のどちらかを選
択する。

・患者が現行の保険証で受診した場合
　受付窓口の職員が、患者に電子処方箋の発行か、紙の処方箋を希望す
るのかを確認しなければならない。

★電子処方箋の発行
　医師・歯科医師は患者の処方内容を確定した後、電子カルテにより電
子処方箋を発行し、電子的に署名を行った上で、管理サービスに登録す
る。現時点で利用可能な電子署名であるHPKIカードの取得が必要とな
る。HPKIカードは、医師・歯科医師、薬剤師の本人確認と有資格の証
明書がカードのICチップに搭載されている。医師向けのHPKIカード申
請先は、日本医師会電子認証センター、一般財団法人医療情報システム
開発センターとされている。
　管理サービスでは、電子と紙の処方箋の登録にあわせて、患者ごとに
「引換番号」を発行し、医療機関の資格確認端末・電子カルテシステム
等に送信する。電子処方箋の場合、医療機関はこの引換番号と処方内容
を記載した「処方内容（控え）」を患者に渡さなければならない  図２  。

 図２  処方内容（控え）、処方箋のイメージ（厚労省 医薬・生活衛生局説明会資料より）

■電子処方箋の導入に関する補助金
　電子処方箋の導入には、補助金が交付される。2023年３月までに導
入した場合は高い補助率が適用される  図３  。補助金の申請開始は
2023年２月以降を予定（１月頃に電子処方箋の補助金申請フォームを
公開予定）。補助金申請の前提となる条件や具体的な手続き等は決定次第、
医療機関等向けポータルサイトにて通知。

 図３  来年３月までに導入した場合の補助率（厚労省 医薬・生活衛生局説明会資料より）

～ 講師からのメッセージ ～
　厚生労働省は来年１月から電子処方箋の運用を開始します。医師・歯科医師が処方箋を電子処方箋管理サー
ビスに登録し、薬剤師は登録された処方箋を薬局システムに取り込み調剤する仕組みで、オンライン資格確認
を導入した医療機関・薬局のうち、来年３月末に７割程度、2024年３月末に９割程度、2025年３月末には
「概ね全て」の導入を目指すとしています。
　講演では電子処方箋の仕組みや医療機関と患者への影響などについて解説いたします。

参加
無料

QRコードまたは本会ホームページ

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　 Tel  011- 231- 6281

電子処方箋について


